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研究成果の概要（和文）：本研究では①腸骨静脈・総大腿静脈の静脈弁の存在率が解剖体59体を観察した結果右
外腸骨静脈に41％、左外腸骨静脈に32％、右総大腿静脈に60％、左総大腿静脈に67％存在することが判明した。
②総大腿静脈の静脈弁がエコーで観察可能であるかをボランティア52名の協力で観察を行い、右総大腿静脈に55
％、左総大腿静脈に55％静脈弁を認め、解剖体と有意差を認めない存在率であったため、総大腿静脈弁はエコー
で観察可能であると判断した。③下肢静脈瘤患者の総大腿静脈の静脈弁存在率は右総大腿静脈で22％、左総大腿
静脈で31％であり、ボランティアと比較し左右とも有意に低い事が判明した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we observed 59 cadavers and found that the presence rate of 
venous valves in the iliac vein and common femoral vein was 41% in the right external iliac vein, 32
% in the left external iliac vein, 60% in the right common femoral vein, and 67% in the left common 
femoral vein. ②We observed whether venous valves in the common femoral vein were detectable by 
ultrasound in 52 volunteers. Venous valves were detected in 55% of the right common femoral veins 
and 55% of the left common femoral veins, showing no significant difference in prevalence compared 
to the cadaveric specimens. Therefore, we concluded that venous valves in the common femoral vein 
are detectable by ultrasound. ③ The presence rate of venous valves in the common femoral veins of 
patients with lower limb varicose veins was 22% in the right common femoral vein and 31% in the left
 common femoral vein, which was significantly lower than that of volunteers on both sides.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では日本人の腸骨静脈・総大腿静脈の静脈弁の存在率と総大腿静脈弁がエコーでの観察が可能であるこ
と、下肢静脈瘤患者では静脈弁の存在率が低いことが判明した。下肢静脈瘤は多くの人が罹患する疾患であり、
一部の症例では脂肪硬化や血栓性静脈炎、うっ滞性潰瘍を発症し、患者の生活の質低下や医療費の増大に繋が
る。下肢静脈瘤の発症予防や早期治療介入は、患者負担や医療費を軽減出来る可能性がある。したがって健診な
どで総大腿静脈の静脈弁をエコーで観察し、静脈弁を認めない症例では圧迫療法を早期から開始したり、静脈瘤
の発症リスクがある事を患者が認識する事は、静脈瘤の症状悪化の防止に寄与すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
背景 1；一次性下肢静脈瘤  

一次性下肢静脈瘤は、下肢の表在静脈の弁が機能不全となることで発症する一般的な疾患で

あり、女性の 40％程度が罹患する。これまでに、疾患が好発する大伏在静脈や小伏在静脈、深

部静脈を連絡する交通枝(穿通枝)の逆流に注目して、超音波検査や静脈圧測定が行われてきた。

また、下肢静脈瘤発症のリスクファクターとして、下肢静脈瘤の家族歴、立ち仕事などの社会歴、

女性においては妊娠出産歴、加齢などが指摘されている。一方で、一次性下肢静脈瘤発症のリス

クをより正確に予測する方法は不明である。 

下肢静脈瘤の症状は、下腿の倦怠感や浮腫等の軽症状から難治性の潰瘍形成の様な重症状な

ものがある。現在、下肢静脈瘤には血管内治療が多く用いられているが、症例によってはストリ

ッピング術などの侵襲的な治療が必要となる。一次性下肢静脈瘤の発症のリスクを事前に予測

することが出来ればこの様な侵襲的な治療や重症化を予防することが出来る。 

 背景 2；腸骨静脈・総大腿静脈の静脈弁  

申請者は静脈、特に腸骨静脈に着目して研究を行ってきた（Mitsuoka et al., 2014）。外腸骨

静脈や大腿静脈の中枢側には、静脈弁を有する人が約半数ほど存在すると言われている。一次性

下肢静脈瘤の発症の要因として、大伏在静脈の中枢側に存在する弁に静水圧が強くかかる事が

考えられる。静水圧は横隔膜を基準とし、大伏在静脈と大腿静脈の合流部（SFJ）より中枢に弁

が存在しないとすると、立位時に 20cmH2O 程度の静水圧がかかる。したがって腸骨静脈や総大腿

静脈の静脈弁が存在するか否かで SFJ にかかる静水圧は変化すると考えられる。しかしながら、

静脈逆流の好発する SFJ より中枢の大腿静脈や、さらに中枢の腸骨静脈の弁に注目して一次性

下肢静脈瘤の発症要因を検討した研究は行われていない。 

一般的な静脈弁は、通常二尖弁であると認識されている。稀に一尖弁や三尖弁の存在が報告され
ているが腸骨静脈・総大腿静脈の静脈弁について三尖弁の報告は無い。申請者らは、解剖体を対
象に肉眼的な観察を行った結果、一部の静脈に三尖弁が存在することを見出した。過去にも鎖骨
下静脈において、三尖弁の存在が報告されているが静脈弁としての機能が二尖弁と同様である
か否かについて検討は行われていない。静脈弁の形状の違いでその機能が異なる事が証明され
れば、超音波で静脈弁の観察を行うことで一次性下肢静脈瘤の発症のリスクを評価し、その予防
が可能になると考えられる。 
 
２．研究の目的 
一次性下肢静脈瘤は一般的な疾患であるが、そのリスクを正確に予測する方法が存在しない。

一次性下肢静脈瘤のリスクの原因を正しく理解し、発症を予防することを目標としている。本研

究では上記の問いを解決するために、まず腸骨静脈・総大腿静脈の静脈弁の存在率を健常肢と一

次性下肢静脈瘤肢で比較する事を目的とする。さらに、静脈弁の機能や弁数による差異を評価す

ることを第二の目的とする。これらの目的を達成する為に基礎的、臨床的なアプローチによって

データを収集する。 

 
３．研究の方法 
課題１；『腸骨静脈・総大腿静脈・大伏在静脈近位の静脈弁の存在率』を明らかにする 

 解剖体の下大静脈末梢から左右の総腸骨静脈、外腸骨静脈、総大腿静脈、大伏在静脈近位 4

㎝までを一塊に摘出する。課題２の実験後に静脈を切開し内腔を肉眼的に確認する。各静脈の周

径と長さを計測し、静脈弁が存在した場合は静脈弁の存在した静脈名と静脈弁数およびその弁

尖の数を確認する。 

課題２；『一尖弁と二尖弁、三尖弁で静脈弁の機能』を明らかにする 



 総腸骨静脈中枢側から生理食塩水を注入し静脈弁直上の圧測定機器を使用して耐圧を測定する。

静脈弁の弁尖の構造を一尖弁と二尖弁、三尖弁で比較する。 

課題３；『超音波による静脈弁数の確認と、下肢静脈瘤の患者と健常者で総大腿静脈と大伏在静

脈近位側の静脈弁の存在率』を明らかにする 

➀ 健常者で総腸骨静脈、大伏在静脈近位 4㎝の静脈弁の数を確認する。静脈に対して超音波プ

ローブを長軸と短軸の両方で観察し視認性を評価する。 

➁ 一次性下肢静脈瘤の患者で健常者と同様に観察を行う。両者の結果と比較することで一次

性下肢静脈瘤の患者と健常者とで静脈弁の存在率に差があるかを確認する。 

 
４．研究成果 
課題１；腸骨静脈・総大腿静脈・大伏在静脈近位の
静脈弁の存在率の調査を行うために解剖体を 59 体
観察した。その結果右外腸骨静脈に 41％、左外腸骨
静脈に 32％静脈弁が存在した。右総大腿静脈には
60％、左総大腿静脈には 67％静脈弁が存在した。 
 
課題２；尖弁の数と静脈弁の機能との関係を評価する為に解剖体から摘出した外腸骨静脈に生
理食塩水を注入したが、ホルマリン固定後であり静脈弁の機能を適切に評価することは困難で
あった。 
 
課題３；超音波エコーで生体の静脈弁を観察することが可能であるかを検討する為に①ボラン
ティア 52 名の総大腿静脈を観察した。その結果、右総大腿静脈に 55％、左総大腿静脈に 55％静
脈弁が存在し
た。ご遺体とボ
ランティアの間
で総大腿静脈に
おける静脈弁の
存在率に有意差
は認めなかっ
た。したがって超音波で総大腿静脈の静脈弁は観察可能であると判断された。②下肢静脈瘤の患
者と健常者の総大腿静脈・大伏在静脈近位の静脈弁の存在率について検討を行うために両側大
伏在静脈瘤患者の左右の総大腿静脈の静脈弁の出現率を超音波にて観察を行った。その結果右
総大腿静脈に 22％、左総大腿静脈に 31％で静脈弁が存在した。ボランティアと比較し 左右共に
有意に静脈瘤患者で静脈弁の出現率が低いことが確認された。 
 
 
 
 
 

総大腿静脈(CFV)と大伏在静脈(GSV)の 
静脈弁数 

 Right Left p 

CFV 0.60 (0-1) 0.67 (0-1) 0.361 

GSV 1.47 (0-3) 1.58 (1-3) 0.548 

左側の静脈弁数 

 Normal Varicose p 

CFV 0.55 (0-1) 0.31 (0-1) 0.006 

GSV 1.51 (0-3) 1.32 (1-2) 0.036 

右側の静脈弁数 

 Normal Varicose p 

CFV 0.55 (0-1) 0.22 (0-1) 0.0001 

GSV 1.51 (1-3) 1.29 (1-2) 0.025 
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